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研究要旨 

 最近シンガポールのグループより Janus Kinase 3 (JAK3)の活性化に関する遺伝子変

異の報告があり、それらの遺伝子変異の解析を 59 例の末梢性 T細胞性リンパ腫(PTCL)

および節外性の NK/T 細胞性リンパ腫(ENKTL)について解析を行った。3例に 4カ所の遺

伝子変異を見つけたが、それらは、すべて ENKTL の症例であり、ENKTL の 15.8%に相当

する。しかしながら、シンガポールからの報告は活性化に関する遺伝子変異であったが、

我々の症例ではサイレントな変化であった。また JAK2 の燐酸化を免疫染色で解析した

ところ ENKTL の 30.8%が陽性であった。

 

Ａ．研究目的 

Janus Kinase 3 (JAK3)は造血細胞の分化に重

要な役割を示されており、最近シンガポール

のグループより Janus Kinase 3 (JAK3)の活

性化に関する遺伝子変異の報告があり、35.4%

の ENKTL での活性化遺伝子変異の報告が見ら

れている。今回、それらの遺伝子変異の重要

性を末梢性 T細胞性リンパ腫(PTCL)および節

外性の NK/T 細胞性リンパ腫(ENKTL)について

解析を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

対症：久留米大学およびタイ、マヒドン大

学で診断を行った症例: ATLL：14 例、   

PTCL-NOS: 11 例、CAEBV: 4 例、AITL：11

例（久留米大学）、ENKTL 19 例（マヒドン

大学） 

方法：ホルマリン固定材料、パラッフィ

ンブロックを用い解析を行った。遺伝子

解析は JAK3 の exon13 領域を PCR 法で増

幅し、遺伝子配列の解析を行った。また、

燐酸化JAK2に対する抗体を用い免疫染色

を行った。 

倫理面への配慮） 

ヘルシンキ宣言に従って研究を実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

 

 

 
 

 

 

 



 

 

3 例に 4カ所の遺伝子変異を見つけたが、

それらは、すべて ENKTL の症例であり、

ENKTL の 15.8%に相当する。しかしながら、

シンガポールからの報告は活性化に関する

遺伝子変異であったが、我々の症例ではサ

イレントな変化であった。また JAK2 の燐酸

化を免疫染色で解析したところ ENKTL の

30.8%が陽性であった。 

 

Ｄ．考察 

Janus Kinase 3 (JAK3)は造血細胞の分化に

重要な役割を示されており、これまで、ATLL

やリンパ増殖性疾患での遺伝子変異の報告

がある。また、最近シンガポールのグルー

プより Janus Kinase 3 (JAK3)の活性化に

関する遺伝子変異の報告があり、35.4%の

ENKTL での活性化遺伝子変異の報告が見ら

れている。しかしながら、我々の検索にお

いては、3 例に遺伝子変異を見つけたが、

それらは、すべて ENKTL の症例でサイレン

トな変化であった。しかしながら、JAK2 の

燐酸化を解析したところ ENKTL の 30.8%が

活性化されており、遺伝子変異によらない

活性化経路があると考えられる。 

  

Ｅ．結論 

今後、JAK2 の活性経路の解析することで治

療法の進展の可能性があるものと考えられ

る。 
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